
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NPO 法人 髙瀬蔵 
熊本県玉名市高瀬 155-1(〒865-0025) 
TEL・FAX 0968-72-2480 
E-MAIL takasegura@aria.ocn.ne.jp 
URL http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html 
開館時間 10:00～24:00(イベント開始時間により変更あり) 

当法人運営につきましては、日頃よりご協力を賜り感謝申し

上げます。令和元年会費のお支払いがお済でない方は、髙瀬蔵

受付にて納入頂きますようお願いします。 （事務局） 

NPO 法人髙瀬蔵（令和２年 元日 発行） 

 会報 Vol.56 

◆◆◆ 開館十五周年 ◆◆◆ 

11 月の第３木曜日はボジョレー・ヌーボー、ボジョレー・ワインの 

解禁日。今年は 21 日のこの日、髙瀬蔵ホールで恒例のボジョレー 

ヌーホー・ワインパーテイを開催しました。 

午後 6時 50 分の開場前から多くのお客様が待っておられ、 

午後７時の開宴時には 80 席がほぼ満席に。 

今年は日本産のワインの新酒も用意して、色々なヌーボー 

ワインを味わってもらいました。 

ゲストにはベーリーダンサーのナディアさんが登場。 

妖艶な踊りでお客様を魅了しました。 

また、お楽しみのビンゴゲームでは、会場は大盛り上がり、 

終宴前には、ワインもおつまみも全て完売し盛会裡に終了。 

 スタッフの皆さん、お疲れ様でした。 

（商店会イベント部会・清水） 

『髙瀬蔵恒例のガラクタ市』 
今年は 2月 9 日（日）に開催します！！ 

 つきましては、会員の皆様から販売する品物の提供

をお願いします。贈答品や買ったけど使わないままの

もの、まだ使えるけど不要になったもの、洋服や身の

回り品・雑貨など何でも結構です。 

 提供していただける品物は、事前に髙瀬蔵受付まで

お持ち頂けると助かります。ガラクタ市の収益は、Ｎ

ＰＯ法人髙瀬蔵の大切な収入となっています。 

皆様のご協力をよろしくお願いします。      

（商店会イベント部会） 

明けましておめでとうござい

ます。昨年は、会員の皆様の日

頃のご支援のおかげで、無事に

１年を終えることができまし

た。受付スタッフ一同、感謝を

申し上げます。本年も髙瀬蔵を

よろしくお願いします。 

（受付スタッフ一同） 
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肥後五か町シンポジウム in 玉名交流会で披露された肥後の俵積出し唄 

県道３４７号（旧国道２０８号） 



 

 

  

１０月２６日、「肥後五か町シンポジウム in 玉名」を開催しました。 

江戸時代の熊本藩にて「町」と名乗ることを許された５つの地域、熊

本・八代の両城下町、港町として栄えた高瀬・高橋・川尻。まずは熊本

大学永青文庫研究センター今村直樹准教授の基調講演でその歴史を学び

ました。古文書を踏まえつつも非常に分りやすい説明で大変好評でした。

参加者は約 120 人。「五か町という歴史とその繁栄を知る機会となった。

またそれを活かした地域活性というテーマが興味深かった」という意見

を多くの方からいただきました。 

その後のパネルディスカッションでは、今でいう経済特別特区である

「五か町」であった歴史的背景とその遺産を現在の地域活性化にどう活

かしていくか、また現在どのような工夫をしているか、課題は何かを各

地域の代表が意見を述べました。 

閉会後、シンポジウム会場である玉名市文化センターから髙瀬蔵まで

歩き、高瀬町の繁栄の基礎となった高瀬御蔵跡・船着場跡・御茶屋跡等

を見学しました。髙瀬蔵では交流会を開きました。コノシロ寿司など地

元の食べ物が並び、各地域の人々と食事をしながら親交を深めました。 

「五か町」というテーマでのシンポジウムは県内でも初めてのことで

あり、高瀬のまちの再評価に加え、この企画により各地域とのネットワ

ークが形成されました。各地域への刺激や相乗効果につながる基礎をつ

くる機会となったと感じています。次回は八代市で開催することを検討

しています。                （文化部会・佐藤） 

高瀬船着場跡を見学 

パネルディスカッションでは活発な意見が交わされた。 

満員のシンポジウム会場 


